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し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
す
る
と
同
時

に
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
ず
膝
を

た
た
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、「
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
、

老
い
る
こ
と
、
病
む
こ
と
、
死

ぬ
こ
と
、
す
べ
て
自
分
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
不

幸
な
こ
と
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
か
」
と
私
に
問
い
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

仏
教
の
ゴ
ー
ル
『
苦
か
ら
の
解
脱
』。
な
ん
か
雲
を
つ
か
む
よ
う
な

感
じ
で
す
が
、『
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
世
の
中
で
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
な
が
ら
も
生
き
生
き
と
生
き
る
』
と
な
る
と
、
私
た
ち
に
も
た
ど
り

着
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
言
う
は
易
く
行
う
難
し
」

で
す
が
、
日
本
の
仏
教
が
「
行
う
は
難
し
言
う
こ
と
す
ら
難
し
」
の
た

め
に
、仏
教
が
縁
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
批
判
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
仏
教
に
関
す
る
言
葉
を
疑
い
、
身
近
な

言
葉
に
変
え
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
お
釈
迦
樣
の
智
慧
に
関
心

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。

  

『
仏
道
修
行
』
は
一
般
の
人
に
と
っ
て
は
、
身
近
な
も
の
と
は
思
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
た

め
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
イ
ヤ
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
も
、
明
る
く
日
々
を
過
ご
そ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
、
意
外
や
意

外
、『
仏
道
修
行
』
に
近
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

                              　

       

（
住
職
記
）

　
　

こ
と
ば
を
変
え
る
と
広
が
る
世
界

　
『
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
』、『
都
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
』
な
ど
な
ど
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
毎

日
、
イ
ヤ
と
言
う
ほ
ど
聞
か
さ
れ
た
英
語
由
来
の
カ
タ
カ
ナ
語
で
す
。

「
ク
ラ
ス
タ
ー
は
集
団
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
封
鎖
」
で
良
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。
今
回
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
あ
た
っ
て
い
る

専
門
家
集
団
に
よ
れ
ば
、
日
本
語
に
す
る
と
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
と

の
懸け

念ね
ん

か
ら
英
語
風
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
使
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、 

英
語
風
の
ほ
う
が
オ
シ
ャ
レ

で
受
け
入
れ
や
す
い
場
合
、
そ
れ
も
ア
リ
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、『
外

出
禁
止
』
よ
り
も
『
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
』
の
方
が
負
担
感
が
ち
ょ
っ
と
減

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
は
別
と
し
て
、
言
葉
の
選
択
に
工
夫

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
の
言
葉
を
日
本
語
に
変
え
る
の
は
単
純
な
交
換
作
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
微
妙
な
ズ
レ
も
よ
く
生
じ
ま
す
。
仏
教
の
基
本
に
苦
し
み
の

『
苦
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
生
老
病
死
の
四
つ
の
『
苦
』
な
ど

と
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
地
域
発

祥
の
仏
教
。
原
典
パ
ー
リ
語
仏
教
経
典
に
出
て
く
る
『
ド
ゥ
ッ
カ
』
を

昔
の
中
国
人
仏
教
者
は『
苦
』と
漢
字
に
変
え
ま
し
た
。現
在
、「『
ド
ゥ
ッ

カ
』
は
『
苦
』
な
り
」
は
当
た
り
前
の
如
く
日
本
に
も
定
着
し
い
ま
す
。　

　

数
年
前
、
あ
る
先
生
が
、「『
ド
ゥ
ッ
カ
』
を
『
苦
』
と
訳
し
た
こ
と

は
、
日
本
に
仏
教
が
広
が
り
、
仏
教
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
『
苦
』

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
誤
訳
で
は
な
い
か
。『
ド
ゥ
ッ
カ
』
と
は
本
当
は
、『
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
こ
と
』
と
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
」
と
大
胆
に
指
摘
さ
れ
ま
66666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666
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令和元年
　①　8月8日（木）  こころの元気塾　    （講師：鷹巣 純 先生）

 愛知教育大学の鷹巣純先生に
『地獄の魅力』についてお話
しいただきました。早朝６
時よりのスタートでしたが、
４０名ほどの中田町住民の
方々にお集まりいただき、充
実した会となりました。

　②  11月17日（日）　萬國寺報恩講　厳修

　
　本年度も、５０名ほどの方々にご参詣いただき、また尊い浄財を御志納いただきまたことを
心より感謝申し上げます。萬國寺総代のみなさまの協力で本堂が新しくなって２度目の萬國寺
報恩講ですが、つつがなく厳かに執り行うことができました。
　③  11月25日～26日　本山団体参拝       ④ 令和元年12月31日　除夜の鐘撞き

　③ 高岡組門徒会主催　本山団体  参拝と研修（一泊二日　富山県五箇山など） に萬國寺関
係御門徒５名の参加をいただきました。荘厳な本山報恩講のお参りと北陸山代温泉を楽しんで

令和元年夏以降　おもな行事　報告令和元年夏以降　おもな行事　報告

報恩講の準備

お集まりのみなさん

本山報恩講　本堂前での記念撮影

お斎の様子　その１

報恩講　みんなで正信偈

感動と笑いの法話　和田真雄先生

住職挨拶

 本堂を暗くして地獄の説明をされる鷹巣先生

除夜の鐘撞き　その１ 除夜の鐘撞き　その２

お斎の様子　その 2
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いただきました。また、合掌造りの世界遺産五箇山の真宗ゆかりの寺院などを訪れました。天
気にも恵まれ、充実した二日間でした。
　④ 責任役員の神谷様をはじめ萬國寺総代さんのご協力で、昨年末も、除夜の鐘撞きが行わ
れました。振る舞い酒やおでんのサービスもあり、昨年より多くの方に足を運んでいただきま
した。除夜の鐘撞きが、地域の方々にとって季節の風物詩として定着していくことを願ってい
ます。

　⑤みどり会主催　物故者追弔会
　中田町みどり会主催の物故者追
弔会が２月１８日に執り行われま
した。この１年に４名の方がお亡
くなりになりました。故人の遺徳
を偲び、大勢の方におまいりいた
だきました。

　⑥　７月18日（土）  萬國寺　祠堂法要

 
　今般の新型コロナウイルスの影響で、延期しておりました
年一回の祠堂法要を、安全と健康を重視しながらさる７月
１８日に行いました。３０名ほどの方にお参りいただきまし
た。なお、祠堂法要とは亡き人の供養のお経を永代にわたっ
て勤めて欲しいとの施主様の願いより行っている法要です。
ご志納金額の規定はありませんが、１０万円以上を参考にし
ていただければ有り難いです。

 ・令和元年度もおかげさまで完納
することができました。また、例年、
一部は、院号申請（8万円）・本山納
骨（12万円）を充てております。昨
年度は、神谷幸雄様、牧野直人（萬國寺住職）より本山納骨の御依頼、ならびに近藤正直様・
近藤武志様から院号申請の御依頼がありました。心より感謝申し上げます。

受付での検温とアルコール消毒

お参りの方々

天野先生の法話　シールド着用

遺影とお供え

イスの間隔を開けての法要

お斎はお持ち帰りの弁当に変更

令
和
元
年
度

　

祠
堂
金
を
御
志
納

　

い
た
だ
い
た
方

 

・
近
藤
剛
治
様

　

故 

近
藤
鐘
一
様　
　

　

【
成
願
院
釋
慧
達
】

　

永
代
供
養
と
し
て

昨
年
度

娑
婆
の
縁
つ
き
て 

　

九
月 

　
　

近
藤
き
ん
様 

90 

　

三
月 

　
　

近
藤
八
千
代
様 

79

　

四
月

　
　

近
藤　

明
様 

90 

【ご報告】【ご報告】
和令元年度、萬國寺から本山への
寄付金（割当金）

￥4 0 7 , 4 0 0 　

666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666



- 4 -

【住職代務者】 牧野 直人

【責任役員　総代】
    責任役員 神谷 幸雄（世話役） 近藤 俊弘
    総　代 近藤 博夫 鈴木 孝則
 近藤 正直 近藤 正宏
    総代補佐 柴田 釟弘（浄教寺）

 林 　正幸（萬福寺）

 永井 智志（西来寺）

    門徒会役員 永井 みどり 小山 敏子
 神谷 美詠子
    監査役 柴田 勝則 永井 鋹幸

令和２年度　萬國寺　役員一覧令和２年度　萬國寺　役員一覧（敬称略）（敬称略）

萬國寺  令和2年度  予定・報告　萬國寺  令和2年度  予定・報告　＊変更もあり＊変更もあり

　彼岸寄席（3月）、 こころの元気塾（8月）は新型コロナウイルス感染状況を判断し中止とさ
せていただきました。    
　また、今後の予定も新型コロナウイルスの影響で中止あるいは形式を変更し実施していくこ
ともございます。みなさまの健康と安全を第一に考え行ってまいります。  何卒、ご理解とご
協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

　①　報恩講　　宗祖親鸞聖人のご功績を讃え、真宗の教えを確認する最重要仏事
 日時      １１月１５日（日）午前１０時～午後２時ごろまで　
 内容      午前：法要と法話　　昼　お斎（昼食） 午後　法要と法話
 講師　　京都市在住　作家　和田真雄先生     協力　愛知や仏壇本舗
 萬國寺にご縁のある方へは詳細をお手紙にてご案内いたします。
　②　本山東本願寺報恩講団体参拝＋研修　
 日時　　１１月２５日（水）一日　　中田町 JA に集合　　
 参加　　門徒会役員様へ連絡（定員あり）参加費９０００円
　③　除夜の鐘撞き　　
 日時　　１２月３１日　夜
　④　みどり会　物故者追悼法要   未定
　⑤　彼岸寄席（3月）  　笑福亭仁智師匠（上方落語協会会長）　出演交渉中
 日時　　令和３年３月２１日（日）午後１時３０分より　
　⑥　萬國寺祠堂法要　　報恩講とならび二大法要のひとつ　永代経とも言われる
 日時　　令和３年５月頃　　未定　　１０時お経開始　その後、法話と食事
 萬國寺に祠堂金をお納めくださった方にご案内申し上げます。

萬國寺　庭

総代会　会議の様子


